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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉
⾹る 味わう プレミアムジンジャーエール
グランプリ

素材や製法へのこだわりが上⼿く演出されている

⽢さが控えめで飲みやすく、後味もスッキリしている
健康志向にマッチした商品作りが素晴らしい
ラベルとキャップ、ボトル全体に⾼級感がある
開封時の⾹りと強めの炭酸による爽快感が良い

内容量が200ｍlと少なく、もっとバリエーションが欲しい
ゴールドの⽂字が⾒にくくインパクトにやや⽋ける
ウェブサイトにブランドページが無く広報宣伝に消極的な印象

価格が約300円/200ｍlは少々⾼額で⼿に取りにくい

広報専任の部署や担当者がなく知名度が弱いと感じる
酸味料やセルロースは不要に感じられ⾃然の味わいが欲しい
素材の農薬検査がなく放射線物質検査も無いのがやや⼼配

国産⽣姜100％使⽤で、ピリッとした⾟味と炭酸の刺激が良い

品質管理や衛⽣管理が素晴らしい

第92回（2025年10⽉）

7.4%

点数分布としては、90点台が67％と⾼評価を得ており、残り33％
も80点台と好評です。よって総合評点は92点のグランプリの受賞
となります。その理由としては、国産⽣姜を筆頭に素材や製法の
こだわりや商品⾃体の味わいが⼤⼈向きに上⼿く演出されており、
また商品全体のイメージとして⾼級感がある点が審査員の評価を
得ているようです。ただ、内容量や価格的にやや⼿に取りにくい
という声や広報宣伝の積極性を求める声があります。



ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

クリアなボトルを通して⾒える淡
い⻩⾊である

中⾝はクリアだが粗くすりおろし
た⽣姜が下部に沈殿している

全体的に明るく淡い⾊合いで瓶の
底に沈殿した⽣姜が濃く⾒える

ボトルは⼿に馴染むスリムな形状
で瓶の底に⽣姜の沈殿物が⾒える

ボトルの容量は200mlで、⼀般的
な飲料瓶よりもやや⼩ぶりである

パッケージデザインはゴールドと
⿊を使⽤して⾼級感を演出する

開栓時に⿐をくすぐる刺激はまる
で⽣姜の⾹りが踊り出すよう

⾹りがすりおろした⽣姜の固形感
と合わさり⼿作り感を感じる

スパイシーな⾹りが⽣姜本来の⾟
味と⾃然な⽢みを引き⽴てる

⾹りの豊かさが炭酸の爽快さと相
まって⼼地良い感覚を創出する

⿐に抜ける⾹りが刺激的な感覚
を強める

開栓した瞬間のフレッシュでスパ
イシーな⾹りが広がります

「⾹る 味わう プレミアムジンジャーエール」は、⼿に馴染むスリムなボトルに詰められ、容量は200ml
とやや⼩ぶりで、パッケージは、深みのあるゴールドとエレガントなブラックを使⽤することで⾼級感を
演出しています。粗くすりおろした国産⽣姜が沈殿しているため、完全な透明ではなく、⼿作り感のある
⾒た⽬のインパクトを与えています 。国産⽣姜を100%使⽤した⾃然な⾹りは、⽣姜本来の⾟みやほのか
な⽢みといった味わいを引き⽴て、飲む前から味覚に訴えかけるストーリー性を⽣み出しています 。忙
しい⽇々の中で「ちょっとした贅沢」を感じたいという消費者のニーズに応えるものと⾔えるでしょう 。

また競合他社との差別化を図るため、⾼品質な素材と洗練されたデザインに重点を置いたプレミアム感
は、まさに「本物志向」の消費者へ向けた戦略であり、五感で楽しむことのできる唯⼀無⼆の商品体験を
提供しています 。この商品の⾷前感は、⾒た⽬の⾼級感と素材へのこだわりからくる⾃然な⾹りが、飲
む前から期待感を⾼めるという、⾮常に洗練されたものと評価できます。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評

ー 4 ー

酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

国産⽣姜汁の持つ爽やかな⾃然の
酸味が感じられる
苦味は全体に抑えられていて⾃然
な⾟味と複雑な⾵味が感じられる
国産⽣姜100％の深いコクが旨味
に近い感覚を与えてくれる
全体的に⽢さは控えめで、⽣姜の
ほのかで洗練された⽢味がある
塩味は感じられないが、⽣姜の持
つ⾃然の⾵味を感じる

⼝に含んだ瞬間、スパイシーな刺
激が⼝の中をリフレッシュさせる

開けた瞬間に⿐をくすぐる⽣姜の
フレッシュでスパイシーな⾹り

強い炭酸により爽快な喉ごしを感
じ冷たく⼼地良い余韻が残る

液体であり硬さは無く、炭酸の泡
が柔らかく弾ける感覚がある
⼝の中全体を潤す湿った感覚が、
特徴である

粘性は無くサラリとした喉ごし

炭酸の刺激と⽣姜の擦りおろしに
よる⾆に残る粒感が⼼地良い

開栓時のプシュという⾳にグラス
に注ぐ時のシュワシュワ感あり

開栓時のプシュ、⾆の上で泡がパ
チパチ、喉をゴクゴクと通る

「⾹る 味わう プレミアムジンジャーエール」の⾷中感は、五感に響く多層的な体験を提供します。グラ
スに注ぐ際の炭酸の⾳、⼝に含んだ瞬間の強い炭酸と⽣姜のピリッとした⾟味、国産⽣姜汁の持つ爽やか
な酸味に国産⽣姜100％の深いコクが旨味に近い感覚を与えてくれます。そしてその後に広がるほのかな
⽢みは、⾷中における味覚のアクセントとなります。塩味は感じられませんが、⽣姜の持つ⾃然の⾵味を
感じます。また、特に粗く擦りおろされた⽣姜の微細な粒感が⾆に残り、さらりとした喉越しと相まって、
ユニークなテクスチャーを⽣み出しています。この商品は、単なる清涼飲料としてだけでなく、⾷事のペ
アリングにも適しています。⽣姜のスパイシーさとキレの良さは、油っこい料理や味の濃い料理の⼝直し
に最適で、⾷欲を増進させる効果も期待できます。「本物の⾹り」と「味わい」にこだわった商品コンセ
プトは、⾷中における満⾜感を⾼め、⽇々の⾷事をより豊かなものに変える⼒を持っています。その洗練
された味わいと、五感に訴えかける体験は、プレミアムジンジャーエールという名にふさわしいものです。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

国産⽣姜のピリッとした⾟みが⼼地よく⼝内に残り、爽快感と
キレの良さを感じさせます。⽢さ控えめで、次の⼀⼝を誘う
すっきりとした余韻が特徴的です。

国産⽣姜を100%使⽤することで、⽇本の⾵⼟に合った⾃然な味
わいを実現しています。冷やして夏の暑い時期に、また⽣姜の
効能で寒い時期に体を温めるのにも適しています

⾷中酒や⾷事の際の清涼飲料として最適です。特に油っこい料
理や味の濃い料理と合わせると、そのキレの良さが⼝の中をリ
セットし、⾷欲を増進させます。

天然素材へのこだわりは、健康志向の⽣活様式に合致します。
また、⾼級感のあるパッケージと味わいは、⽇々の⽣活に「特
別なひととき」を求めるライフスタイルを豊かにします。

五味 評点

酸味 3

苦味 2

うま味 5

⽢味 4

塩味 1

広義の味 評点

⾟味のある味 4

落ち着く味 5

爽やかな味 5

スパイシーな味 4

刺激のある味 5

五感 評点

視覚 5

聴覚 3

触覚 4

味覚 5

嗅覚 3
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

国産⽣姜を100%使⽤することで、⽣姜本来のピリッとした⾟さと豊かな⾹り、そしてコクが感じられる本格
的な味わいが評価されています。すりおろした⽣姜の沈殿が⼿作り感を演出し、開栓時のフレッシュでスパ
イシーな⾹りが特別感を⾼めます。また飲むたびに新しい発⾒がある味のストーリー性も⾼く評価されてい
ます。ただし審査員の中には、酸味料やセルロースが不要ではないかと指摘する意⾒があり、また⾟さが強
いため⼤⼈向けの味であり、⼦供には若⼲⾟すぎるのでその点改善があっても良いとの意⾒もあります。

SNS（Facebook, X, Instagram）を活⽤し、インフルエンサーとの連携や体験イベントを通じて商品の魅⼒
を発信する計画が評価されています。お客様相談室やクレーム窓⼝を設けるなど、顧客対応体制も整ってい
る点も評価されています。ただし、広報専任の部署や担当者がなく、ウェブサイトにブランド専⽤ページが
ないため、積極的な広告宣伝ができていない点が課題として挙げられています。より広範な層にブランドの
価値を伝えるためには、専任体制による広報の⼀層の強化を望みたいと考えます。

健康志向、⾃然志向を持つ30〜40代の消費者を主要ターゲットとし、⾼品質な素材にこだわることで、「価
値のあるものにはお⾦をかける」という現代の消費トレンドに合致しています。また⽣姜が持つ健康効果も、
健康志向の⾼い消費者に広く受け⼊れられる要因となっています。ただ、200mlという内容量の少なさや価
格の⾼さが⼀部の消費者にとって購買の障壁となる可能性があります。さらに、若年層や中⾼年男性、⾼齢
者など、より広い層へのアピールが必要であるという指摘もありますので検討が望まれます。

「⾹る」「味わう」「プレミアム」というシンプルで分かりやすいネーミングは、商品の特徴を的確に伝え
ています。パッケージは、深みのあるゴールドとエレガントなブラックを使⽤し、⾼級感と特別感を演出し
ます。またクリアボトルは中⾝を⾒せることでこだわりを伝え、贈答⽤にも適したデザインと評価されてい
ます。ただ、200mlで約300円という価格は⾼額な印象を与え、⼿に取りにくいという意⾒やラベルの⾦⽂字
が⾒えにくく、インパクトに⽋けるため、⿊の縁取りを⼊れるなどの改善が望ましいとされています。

ネーミング、素材、製造⼯程、⾼級感のあるパッケージデザインといった多⾓的なアプローチにより、「特
別な⼀杯」としての「プレミアム感」を巧みに演出しています。これにより、従来の⽢さ重視のジンジャー
エールとは⼀線を画し、独⾃の⽴ち位置を築いています。ただ、知名度がまだ⼗分でないため、ブランド構
築をさらに強化し、より多くの消費者にその価値を認識してもらうことが必要です。また店頭での商品特徴
が直感的に伝わりにくいとの意⾒もあり、ラベルや表⽰の改善の検討が求められています。

国産⽣姜を100%使⽤している点が最⼤のセールスポイントであり、消費者にとって⼤きな安⼼感につながっ
ています。また、保存料や着⾊料を使⽤せず、FSSC22000の認証をベースに品質衛⽣管理を徹底している点
が⾼く評価されています。ただし、⽣姜に対する農薬検査や放射性物質検査が実施されていないことが、⼀
部の審査員から改善点として挙げられています。これらの検査を実施することで、さらに消費者への信頼性
や安⼼・安全を⾼められる点に注⽬いただき、今後の検討が求められています。
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94%

91%

91%

88%

94%

94%

要因分析としては、商品⾃体の魅⼒度を指す内部的要因
や国産⽣姜の使⽤やFSSCの認証による安⼼安全を指す
素材安全性その他。商品のブランドイメージの良さを指
すブランディング要因がそれぞれ94％と⾼い評価を得て
います。また、ネーミングやパッケージの良さや⾼級感
を指す外部的要因。市場トレンドやターゲット層、コス
パを指す市場要因も91％と⾼い評価を得ています。

ただ、⽐較的⾼い評価ではありますが８０点台に留
まっているマネジメント・PR 要因については、特に広
報宣伝に関して、⾃社Webにブランドページの不⾜や広
報専任部署や担当者の不在による積極的な広報宣伝活動
が課題とみる多くの審査員の声と判断されます。

出品企業である株式会社サーフビバレッジ様は、「⾃然で、良質で、安全な商品を安定的に」という企
業理念を掲げ、この点はまさに「⾹る 味わう プレミアムジンジャーエール」に凝縮されています。この
理念を体現すべく、国産⽣姜を100％使⽤し、保存料や着⾊料を使わないという徹底した素材へのこだわ
りは、健康志向や⾃然志向の消費者への真摯な姿勢を⽰すもので、⼤いに敬意を表すべき事業⾵⼟です 。

この商品は、⾷前から⾷後まで五感で楽しめる、⾮常に洗練された体験を提供しています。⼿に馴染む
スリムなボトルと、ゴールドとブラックの⾼級感あふれるパッケージデザインは、飲む前から「特別な⼀
杯」としての期待感を⾼めます 。開栓時のフレッシュでスパイシーな⾹り、⼝に含んだ瞬間の強い炭酸と
⽣姜のピリッとした⾟み、そして後味のすっきりとした余韻は、まさに「⾹り」と「味わい」へのこだわ
りが結実したものです 。⽢さ控えめでキレが良いため、⾷事とのペアリングにも適しており、特に油っこ
い料理の⼝直しに効果を発揮するでしょう 。
今後のさらなる⾶躍に向けては、改善すべき点もいくつか⾒られます。まず、200mlで約300円という

価格は、⼀部の消費者にとって⾼額に感じられる可能性があります 。また、ウェブサイトにブランドペー
ジを設けて商品のストーリーや魅⼒をより深く伝えることが求められています。加えて、広報専任の部署
を設置し、消費者との接点を増やすことで、認知度を⾶躍的に⾼めることが期待されます 。

また、農薬や放射性物質の検査を実施することで、すでに⾼いレベルにある消費者の安⼼感をさらに強
固なものにできるでしょう 。これらの課題を克服することで、「⾹る 味わう プレミアムジンジャーエー
ル」は、⽇本のプレミアムジンジャーエール市場において、さらに圧倒的な存在感を確⽴していくと確信
しています。以上、今後の貴社の更なる発展と成⻑を祈念して総評といたします。
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